
9−はびきの　2017.3.1−

○中央図書館（LICはびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里1-1-1
島泉8-8-1
羽曳が丘西2-5-1
樫山251-1
古市1541-1

☎ 072-950-5501
☎072-952-2750
☎072-957-5553
☎072-937-2355
☎072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050㈬㈭㈮㈯㈰10:00～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210㈫㈭㈮13:30～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

●●今月の休館日●●

読んでみませんか？『蜜蜂と遠雷』
恩
おん
田
だ
  陸
りく
／著

幻冬舎
　自分のピアノがない養蜂家
の息子、かつての「消えた天
才少女」、年齢制限ギリギリの
楽器店員、そして大本命の音
楽院生。若き才能と個性がぶつかり合うコン
クールの結末は。

『さてさて、きょうのおはなしは』
瀬
せ
田
た
  貞
てい
二
じ
／再話・訳

福音館書店
　生誕百年となる瀬田貞二氏の
作品の中から、『三びきのやぎ
のがらがらどん』『おだんごぱ
ん』など、代表的な28篇が収
録された1冊です。子どもに
読んで聞かせるのにおすすめです。『リアルプリンセス』

寺
てら
地
ち
  はるな／他著

ポプラ社
　新進気鋭の女性作家たちが、
『鉢かつぎ姫』『ラプンツェル』
『眠り姫』などのプリンセス・
ストーリーをモチーフにし、
現代に舞台を移して描く６編の物語集。

『わさびちゃんちのぽんちゃん保育園』
わさびちゃんファミリー／著
小学館
　子猫の保護活動をしてい
るわさびちゃん一家。里親
が見つかるまで子猫たちの
面倒を見てくれるのは、ゴ
ールデン・レトリーバーの
ぽんちゃんです。

市内の図書館は全て休館です。
3 月 31 日㈮

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 3 月 8日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局
　　　　(市役所敷地内)

●春休み！おはなし会
「魔女・魔法使い・やまんばがいっぱい！」
＜主催：羽曳野市子ども文庫連絡会
　　　　　　　　　　　・おはなしの森＞
[ 日時 ] 3 月 25日㈯
　　　 ① 13:30～ 小さい子向き
　　　 ② 14:15～ 小学生以上向き
[ 場所 ] 中央図書館 多目的室

3 月のおはなし会
東部図書館   8日㈬ 10:30～

陵南の森
図書館

  5日㈰、12日㈰
26日㈰ 11:00～羽曳が丘図書館 11日㈯、25日㈯ 15:00～

古市図書館 18日㈯ 15:00～ 18日㈯ 15:00～

中央図書館   5日㈰、12日㈰、
19日㈰、26日㈰ 13:30～ 19日㈰

・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）丹比図書館 25日㈯ 10:30～
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